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事務局開室日：月曜～金曜・8:45～16:45
（土曜講座実施日のみ土曜も開室）

〒２１１－００６４
川崎市中原区今井南町５１４－１
川崎市生涯学習プラザ３Ｆ
ＴＥＬ０４４－７３３－５５９０
ＦＡＸ０４４－７２２－５７６１
問合せ用メールアドレス info@npoacademy.jp 
ホームページ http://npoacademy.jp/

講座開催場所
・川崎市生涯学習プラザ
・新百合21ビル地下２階
・高津市民館NOCTY2
・ミューザ川崎市民交流室

かわさき市民アカデミーでは幅広い分野の講座を春（４月初旬から7月）と秋
（10月初旬から2月）の2期に分けて開講しています。この4月からはいよいよ2014
年前期の講座が始まります。誰でも参加できる市民のための市民大学として年齢性
別問わず幅広い方々の要求を満たす多岐にわたる分野の講座を準備しています。
また、アカデミーは座学による講座ばかりでなく、野外実習、受講生の自主性を

重視したゼミ形式、見て聴いて気楽に楽しむことのできる講座など多くの講座が準
備されています。
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このチラシを見て興味が湧いたら一講座試してみませんか？
次回秋の講座の募集は2014年７月中旬、このラックに案内のチラシを準備い
たします。
募集期間は3月28日で終了しましたが、定員に満たない講座に関しては、4月
中旬まで、申込みを受け付けますので、日程、受講料など詳しい情報は川崎
市生涯学習プラザ内かわさき市民アカデミーまでお問い合わせ下さい。

事務局所在地、講座開催場所

かわさき市民アカデミーは、市民の皆さま
に生涯にわたる学習を通じて生きがいのある
人生を支援する場を提供してきました。２０
年の歴史を持ち、年間受講者数６，０００人
が学ぶアカデミーは川崎市が全国に誇れる市
民大学だと思っています。かわさき市民アカ
デミーは２０１１年からＮＰＯ法人として市
民による自主運営に変わりました。これから
も市民・関係者の皆さまのご意見をお聴きし
ながら、よりよい市民大学にすべく努めてま
いりたいと思っています。

かわさき市民アカデミーは、めまぐるしく
変化する世の中にあって、じっくり考え、学
ぶことのできる場、 最新の専門知識の得ら
れる生涯学習の場を作りたいという願いから
出発しました。 今日では、学習を通して知
識・考え方の深まりや人間関係のつながり・
広がりを実感できる「場」がすでに形成され
ていると考えています。 かわさき市民アカ
デミーは、これからも（公財）川崎市生涯学
習財団や受講生との協働の中で、川崎市の新
しい文化を築いて行くものと信じています。

理事長・学長 挨拶

✦市民の手によるアカデミー運営をめざして
特定非営利活動法人かわさき市民アカデミー理事長

藤嶋 昭 （東京理科大学学長）

✦知識や考え方・人間関係の広がりを大切にしています
かわさき市民アカデミー学長

太田 猛彦（東京大学名誉教授）

❖知的好奇心を満たす「学びの場」・自己実現を
目指す「自分さがしの場」・気の合う友を探す
「仲間づくりの場」を提供しています。
❖地域社会との結びつきを大切にした「地域協働講座」
を設けています。
❖受講生の親睦・交流を大切にしています。
❖学習成果としての社会参加を応援しています。



✦市民によるアカデミー運営をめざして

かわさき市民アカデミー（以下「アカデミー」という）は、１９９３年秋の開学以来、（公財）川崎市生涯学習財団（以下「財

団」という）が運営してきましたが、２００７年４月に、市民・受講生が中心となってかわさき市民アカデミーの“市民による運
営”を目指し、特定非営利活動法人（NPO法人）かわさき市民アカデミーが設立されました。

理念・目的は、川崎市及びその周辺の市民に対して、学習を通じて健康で生きがいのある、そして、創造性と個性豊かな地域社
会をつくり、その発展・向上に寄与することです。

２０１１年４月からアカデミーの運営の主体が財団からＮＰＯに移譲され、引き続き財団と協働で運営しています。

ＮＰＯ法人かわさき市民アカデミーとは 開講中の講座を覗いてみよう（2014年4月～7月）
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現在開講中（2014年前期）の講座内容

現在開講中の講座の一覧です。ここで示した講座以外に、人数を絞ってゼミ形式で専門的内容を先生と親しく議論或いは実技す

る15のワークショップがあり、すべての講座を合わせると49講座が開講中です。

まち歩き（川崎学）地域を究めるいまむかし

鉄道の日本近現代史 立教大学教授 老川慶喜

今から180年以上前に誕生して以来、世の中に大きな影響を及ぼしてきた鉄道。日本では19世紀の後半に西欧から鉄道
を導入、近代化を進めてきました。この講座では、前・後期をとおして、経済学者、歴史学者そして鉄道研究の第一人
者でもある老川慶喜先生に、日本の鉄道の発展と社会の変容の歴史を、政治、経済、文化、観光、様々な視点から語っ
ていただきます。

川崎のまちを一緒に歩いて
みませんか？
川崎市とその周辺を歩きな
がら、川崎の地理・歴史・
自然・文化を知り学びま
す。郷土史の第一人者であ
る長嶋先生と星野先生と一
緒に歩き、心地よい汗を流
しましょう。川崎を知りた
いと言う方の参加お待ちし
ます。

日本の伝統芸能
「聴いて！見て！触って！」のテーマ
今年の前期で2年の若い講座です。
アクセスの良い高津市民館で出会うことの少ない和楽器や伝統芸能を遍く
(あまねく)学習体験しています。学校教育の中で取りこぼしてきた「伝統
」を発見できます。
洗足音大の森重先生は「伝統」に支えられたものに「新しい可能性」を求
めると言っておられます。ナマで聴く、音出し体験もでき、新進気鋭の演
奏家の実演等、邦楽のレクチャーコンサートがアカデミーにあります。
至福の時間を共有しましょう。

日本史コースのご紹介

毎回多くの応募者をみている日本史コースでは、基本的に一期（半年）
毎、古代、中世、近世、近現代という順に時代の様相を大きく捉える講義
形式の講座（１２回）と、さらにその時代のある局面を掘り下げてゼミ形
式で学ぶワークショップ（６回）を展開しています。各時代の先人達の歩
みを学ぶことは、今の社会事情を見直し、今後の生き方の指針を見出す一
助ともなるものです。そのため各期のテーマ、講師の選定には、カリキュ
ラム委員の先生と受講生の一員である世話人が協議し、質の高い楽しく興
味あるものになるよう努めています。どうぞ、共に学び語り合う友の輪に
参加してみませんか！

国際関係コース-――講座とワークショップ（ゼミ）

世界各国の近現代史や政治、経済、社会の現状や将来展望などに理解を深
めていくことが目的のコースです。普通は講座とワークショップは同じ講
師の先生にやっていただいて
います。中国、韓国、米国、ＥＵやインド、アフリカなどの他 核兵器や
政治思想史などもテーマにして来ました。受講生はテーマにより毎回１／
３ほど入れ替わります。
２０１４年前期は「国際的人権保障」後期は「戦後日本のアジア外交」が
テーマです。
講師にたいする謝恩会と称して飲み会をやっていますが女性の参加者も多
く賑やかです。また頻繁に受講生仲間での飲み会もやっており楽しい集ま
りになっています。

ひと味ちがう映画講座
＜作品の上映2回付き＞

① 6/18（水）13:30～16:30

「あしたが消えるどうして原発？」
25年前に福島第1原発に問題

提起したドキュメンタリー映画
上映後に千葉茂樹監督の解説

② 6/25（水）13:30～17:00
「私の叔父さん」

連城三紀彦が直木賞を受賞した短
篇小説を映画化。上映後に細野辰
興監督が製作秘話を語る

③ 7/2（水）13:30～15:00
【講演】日本映画大学学長で
映画評論家の佐藤忠男氏が

「青い山脈」「ひめゆりの塔」
などの名匠・今井正監督を語る

1 美術Ⅰ ジャポニスムと魅惑の美術―アール・ヌーヴォーとアール・デコ 帝京大学教授 岡部昌幸ほか

2 自然（川崎学） 果てなき大地の旅森と水の世界 多摩川流域自然史研究会 増渕和夫ほか

3 現代事情 メディアはこれからどうなる？ 元朝日新聞論説委員 柴田鉄治ほか

4 心理学 心の危機と心理学 立教大学名誉教授 福山清蔵ほか

5 エクセレントⅢ 鉄道の日本近現代史 立教大学教授 老川慶喜

6 国際関係 人権問題をどのように国際的にチェックするか―人権の国際的保障の制度とその運用 青山学院大学教授 申 惠丰

7 いのちの科学 広がる生命科学の世界 早稲田大学名誉教授 木村利人ほか

8 日本の伝統芸能 伝統芸能を楽しむ「日本の芸能の原点とこれからを考える」 洗足学園音楽大学現代邦楽研究所副所長 森重行敏ほか

9 新しい科学の世界 新しい科学の世界 ＪＡＸＡ広報・普及主幹 阪本 成一ほか

10 日本史 平安時代再考 日本大学講師 鈴木哲

11 みどり学Ⅰ みどり学Ⅰ 樹木医 石井誠治ほか

12 文学 あのころからの日本文学―変化する世界の分かり方 共同通信社編集委員 小山鉄郎

13 エクセレントⅠ 世界を旅する⑪スペイン・ツアー 東京外国語大学学長 立石博高ほか

14 まち歩き（川崎学） 地域を究めるいまむかし 地域史研究家 長島保,  川崎郷土研究会会長 星野仁

15 政治・社会 政治システムのあるべき姿を探る―日米英の比較から 北海道大学教授 山口二郎ほか

16 音楽Ⅲ 東京交響楽団の案内による音楽の楽しみ Part16 東京交響楽団メンバーほか

17 環境とみどり 持続可能な社会の創出 東京大学名誉教授 太田猛彦ほか

18 人間学 幸福とはなにか――あらためて生・老・病・死を問う 鎌倉女子大学教授 竹内整一ほか

19 音楽Ⅰ 映画で観るモーツァルトの生涯さまざま 日本モーツァルト研究所所長 海老澤敏ほか

20 音楽Ⅱss 世界の音楽を楽しむ 国立音楽大学教授 横井雅子

21 世界史 アメリカ合衆国史Ⅰ―初期アメリカの政治史、社会・宗教・文化史 法政大学教授 中野勝郎ほか

22 みどり学Ⅱ みどり学Ⅱ 樹木医 石井誠治ほか

23 美術Ⅱ 西洋美術史のＡＢＣ 多摩美術大学教授 諸川春樹

24 エクセレントⅡ 世界の宗教①現代のイスラーム 早稲田大学イスラム地域研究機構招聘研究員 湯川武ほか

25 経済 経済学の基礎理論を学ぶ―現実の経済をとおして 駒澤大学教授 瀬戸岡紘

26 映像・メディア テレビはどこに向かっているのか？ 科学ジャーナリスト 小出五郎ほか

27 歴史（川崎学） 川崎学・歴史―川崎をつくった人たち 明治大学講師 渡辺賢二ほか

101 文化 世界文化遺産「富士山」 東京大学名誉教授 藤井敏嗣ほか

102 歴史 日本の対外戦争の経験に学ぶ 中央大学講師 加藤謙吉ほか

A まちづくり 川崎の美術館・博物館を10倍楽しむ法 パートⅡ 元川崎市日本民家園園長 村田文夫ほか

B 福祉 傾聴ボランティア講座 NPO法人ホールファミリーケア協会 山田豊吉

C 大学連携 ひと味ちがう映画講座 ＜作品の上映 2回付き＞ 日本映画大学学長佐藤忠男ほか

D 企業連携 地域社会に貢献している川崎の会社と人々 その８ 市内企業の代表と研究者ほか

E 自分史 MY HISTORY―自分史をつくる 元ＮＨＫ文章教室講師 伊中悦子

社会福祉ワークショップ
テーマ：高齢化社会を生きる
最後まで地域で安心して生活するために
火曜日、１０：３０～１２：００（８回）（含施設見学）
講師：結城 康博（淑徳大学教授）ほか

社会福祉ワークショップでは老齢期の問題に焦点を絞り、講師の
話を聞きながら問題点の把握と解決方法について話し合っています。
今回のテーマは「最後まで地域で安心して生活するために」です。
「終活」を含めて地域の人々と繋がりながら生きてゆくにはどうする
かを共に考えてゆきましょう

下記に紹介する講座のうち「日本の伝統芸能」、国際関係コースの講座とワークショップ」、「ひと味ちがう映画講座」「社会福
祉ワークショップ」、「鉄道の日本近代史」、「人間学ワークショップ」、「広がる生命科学の世界」は定員に余裕があり4月中旬
まで受講生の受け入れ可能ですので、遠慮なく連絡下さい。

人間学コース-――講座とワークショップ（ゼミ）

昨年度後期は哲学者、医療関係者など多様な分野の専門家によって、あ
る時は古典を、ある時は医療の現場からの生のお話を聞くことで、生・
老・病・死の意味について考えてきました。登壇いただいた講師の方々が
我々の質問に時間をかけて真摯に応えていただいたのに感謝しています。
４月から始まる講座も前期同様に多様な分野の専門家に登壇いただき、幸
福とはなにかをテーマに講義をいただきます。先生方のお話を楽しみにし
ている受講生が多く、講座は今期は定員一杯になってしまいました。
ワークショップはいのちと祈りの芸術ー能の世界を味わっていくことに

なります。ゼミ形式はわからないことはしっかり質問できるので今から楽
しみにしています。ワークショップはまだ、定員に空きがあるので、お申
し込みは可能です。

広がる生命科学の世界

先期は毒と薬の関係、生命の起源と宇宙など多様なテーマでお話を聞きました。4月から始まる今期は前半で脳科
学から見た眠りを取り上げ、中盤から後半にかけては生命倫理、後半は認知症ケア、動物との付き合い方など多
彩なテーマを取り上げています。
今期もすべてが聞き逃せない大変興味深く大事なテーマを取り上げています。まだまだ定員に枠がありますか
ら、お申し込みは可能です。


